
令和７年度 第３回 開成中学校運営協議会 会議録(要点記録) 

 

１ 開 催 日 時  令和８年１月２１日(水)１４時３０分から１６時３０分まで 

２ 開 催 場 所  開成中学校 多目的室 

３ 出 席 委 員  名波 弘充、吉田 葉津美、石川 夏紀、若松 由希野、磯部 多秀、 

高林 正嗣、杉山 幸生、縣 延孝、白井 麗 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ 学校支援コーディネーター 石原 清美 

６ 学 校  小川 誠司（校長）、山守 達大（教頭）、山田 亘（主幹教諭）、 

         松本 敬介（ＣＳ担当）、山﨑 智子（ＣＳディレクター） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 山﨑 智子 

９ 議長の選出 

   第２回協議会で縣委員が推挙されており、全員異議なくこれを承認した。 

10 協 議 事 項 

(１) 学校関係者評価について 

(２) 令和８年度学校教育目標について 

11 会 議 記 録 

   司会の山田主幹教諭から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立している旨の報告があった。まもなくして１人も出席した。 

 (１) 学校関係者評価について 

議長の指示により、山田主幹教諭から、別紙資料に基づき学校関係者評価について説明があ

り、委員からは以下の発言があった。 

・外国人も日本人も全く同じアンケート項目なのか。（名波委員） 

→同じだ。（小川校長） 

→外国人と日本人では思うことが違うのではないか。（名波委員） 

→検討する。（小川校長） 

・生徒と保護者のアンケートに自由記述欄があってもいいと思う。(縣委員) 

・「私は、発達支援教育充実のための研修をしている」の肯定的回答が５６％だが、来年度か

ら発達支援学級の受け入れが始まるのにこの数値なのはなぜか。（吉田委員） 

→教職員としてこの段階で足りていないと感じているのだと思う。来週には近隣中学校の

発達支援学級の先生を招いて研修会を行う。また、本校の教員が他校に見学に行く予定も

あり、研修を進めて準備をしている。（小川校長） 

→夏休みに自ら希望して発達支援教育の研修に行った教員も多い。自分たちがそこを弱点

としていることが分かっていて、それに対して意欲的に学んでいるところだ。（山守教頭） 

・「私は、学級が安心できる」の結果で、１年生の評価が前回よりも下がっていることが気に

なる。何か理由があるのか。（吉田委員） 

→理由までは確認していない。1年生はだんだん馴染んでくる中でトラブルもでてきて全体



的に評価が下がったかもしれない。全員が安心安全な学校生活を送れるように取り組んで

いく。（小川校長） 

・今後の改善方策に「心理的安全性を高める」とあり、いいところに着眼していると思う（名

波委員） 

・アンケートの回答率はどうか。（杉山委員） 

→職員は１００％。生徒と保護者は１００％ではない。（小川校長） 

・「生徒は、積極的にボランティア活動に参加している」の肯定的回答が教職員では９２％な

のに対し保護者では７４％と開きがあるが、保護者にうまく伝わっていないということか。

(磯部委員) 

 →教職員は今まで自分が勤務していた学校と比較しているのだと思う。(山守教頭) 

・「話を『聞く』ことができない生徒が増えている」とあり、気になる。(縣委員) 

 →聞き合う授業や特別活動の取組をしている学校が県外にあり、今度視察に行く。それを基

に教職員で研修会をし、こどもたちに相手の話を「聞く」ことをしっかり身に付けさせてい

きたい。(小川校長) 

（２）令和８年度学校教育目標について 

議長の指示により、小川校長から、別紙資料に基づき令和８年度学校教育目標について説明が

あり、委員からは以下の発言があった。 

   ・教育目標を決めるにあたり、先生方一人一人の意見を聞いていること、１回だけでなく何

回か話合いがもたれていることが大変すばらしいと思う。（名波委員） 

   ・「自他を大切に」ということだが、部活動が減ってくると縦の関係やつながりも減ってきて

しまうので、縦割りでの取組があることは良いことだと思う。（縣委員） 

   ・自分も中学生と関わる中で、徹底的に話を聞いてもらったことがないのかなと感じること

がある。家庭で話を聞いてもらっているのか。先生方も否定をせずに聞いてあげてほしい。

（吉田委員） 

   ・今回の目標を決めるにあたっての先生方のアンケート結果をみて、先生方は開成中学校の

生徒の傾向がよくみえていると感じる。（石川委員） 

   ・全部達成できればよりよくなると思うので頑張ってほしい。（高林委員） 

   ・こどもの生活の母体は家庭。先生に丸投げではなく、家庭でもじっくりこどもの話を聞く

時間を作るようにしなくてはいけない。学校から家庭にお願いしてもよいのではないか。

（白井委員）  

12 その他連絡事項等 

司会から、次回会議は、令和８年２月２５日(水)午後２時３０分から開催する旨の連絡があっ

た。 

次回の議長に白井委員がされ推挙された。 


